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                                             校 長 保 谷 力  
 真夏の日差しも和らぎ、季節は少しずつ秋に向かっている今日この頃です。私も、渡米後二週間のステ

イホーム期間を無事に終えることができ、日本人学校の先生方と一緒にお仕事ができることを大変うれしく

思います。先日、初めて商工会事務所にある校長室に立ち寄りました。そこは、４月１日から時間が止まっ

ているように感じました。早速、カレンダーを今に直し、パソコンを開くと、おびただしいメールの数々、

文部科学省からのコロナ情報です。コロナ禍の中でPJSが大変な時を過ごしてきたことが伺われます。 

一日も早く、皆様のお役に立てるよう頑張って参りたいと思います。 

 さて、事務所にはすでに教科書の下巻資料や各種ドリル・ワークなど、様々な配布物が日本より到着して

おります。事務局の皆さんと、その一つ一つを丁寧に仕分けし、９月には保護者の皆様に配布できるよう手

配をしています。作業をしていて感じたことは、PJSの子供たちの宿題の量が国内に比べて多めであるこ

とです。しかし、一つ一つに目を通すなかで、こうした課題にしっかり取り組めれば、アメリカにいても学

力の維持・向上は間違いないと確信いたしました。現地校学習との狭間の中で、人一倍大変な環境ですが、

ぜひ頑張ってほしいと思います。その努力は必ず報われると信じています。 

 

 

 

 

 

 

ミンミンミー せみの鳴き声 うるさいな   

 

水がとぶ プールに行った 暑い夏      

 

夏の夜は きれいな花火 楽しむ人     

 

天の川 千の光に 目がくらむ 

 

ぼんおどり やぐらのそばで おどろうよ 
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教育目標 「帰国後、日本の教育に円滑に適応できるよう、日本の学校における学習指導要

領に沿った国語、算数(数学)の学力の維持、併せて生活・生徒指導を行う。」 

重点目標   一人一人の笑顔輝く学校づくり～期待登校・満足下校～ 

わ か ば 
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今回は 4年生が夏休みの自由研究を送ってくれました。先週、先々週は中学生による短歌や俳句を連載

しましたが、なかなかどうして、小学 4年生も絵入りでしっかり俳句をひねってきました。また、夏休

みの出来事を各自が新聞にまとめたものを一部ですがご紹介いたします。 

http://www.shokookai.org/


 

空の下 赤いビー玉 なっている 

 

夏休み 山ができたよ しゅくだいの 

 

天の川 星がきらきら きれいだな 

 

ひまわりよ 大きな大きな 花になれ 

 

【児童の新聞づくりから】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人学校オンラインじゅ業始まる！！ 

新型コロナウィルスのえいきょうで、3月 14日から休校が続いたポートランド日本人学校が、5 月

9 日（土）にオンライン授業で新学期が始まりました。去年、三年生は３クラスありましたが、今年

四年生は２クラスになって、クラスの人数が 17 人から 24人にふえました。初めて同じクラスにな

った子もいるので、クラスのみんなや樋口先生に会える日が来るのが楽しみです。オンライン画面を

通してみる樋口先生は元気がよくやさしい先生です。4年2組のみんなも元気がいいです。出席を取

るとき、名前を呼ばれたら「はい、元気です」と答えます。     夏実新聞より 千木良夏実 

新しいクラス、新しい先生で始まるはずだった新学期です。がっかりしたのは子供たちばかりではありません。担任

の先生方も、どれほどがっかりしたことでしょう。みんなの笑顔で乗り切りましょう。（校長） 

 

鳥に会えた  
僕は、散歩中に鳥を見て、ひながかえるところを見たいと思い、巣箱を作りました。本当に鳥が来て

くれて、卵を産む準備をしていました。卵を産む前、びっくりすることがありました。それは、巣箱

から鳥が出てこなくなったことです。僕はその時、「巣箱から出ていったのかな。」と、思いました

が、中を見てみると、鳥が卵を産んでいる最中でした。卵から鳥が生まれると、フクロウみたいな顔

でした。体の大きさは、１ｃｍくらいでした。飛び立つ瞬間は、見られなかったので、また今度見て

みたいです。                         研究新聞より 今出 究 

身近な動植物に興味をもって調べていくことは、とっても素晴らしいことです。次の機会に巣立ちが見られると良い

ですね。何でも知りたいと思う好奇心を大切にして欲しいです。（校長） 

バザーの季節が来た 

待ちに待ったバザーが 9 月に開催されます。日本人学校に通っている生徒の皆さんは全員さんかで

きます。その他一般の方もさんかできます。お店は古本屋、おもちゃ屋、他食べ物屋さんが多数でま

す。日本人学校の生徒の皆さんは昼食後の時間と放課後に自由参加できます。バザーで売れたお金

は、日本人学校の図書館の新しい本を買うのに使われます。みなさんバザーでいっぱい買いましょ

う。                            PJS新聞より  安藤 響 

響さんのバザーにかける思いが伝わってきます。PJS としてこのような文章を書き、広報活動を行ってくれるのは大

変ありがたいです。しかし、今年はコロナの影響で行うことができません。校長先生も残念です。（校長） 

 

 


